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Abstract: To clarify the design method of architecture making use of water for works of Tadao Ando and Yoshio Taniguchi who are 

designing many buildings using water. Because many art museums are designed, we grasped how water is used in art museums. By 

including the cross section configuration 2, we could connect the inside and outside of the building. we thought that we can connect 

the premises and cities by including 6 and not including 2.In addition, there are various ways of watching the ocean. In this paper I 

thought that we can recognize nature again when used for galleries and terraces, and that when used in lounges we can strongly impress 

the ocean. 

 

1. はじめに 

近年，我が国では，水を用いた建築作品が増えてお

り，水面特有の知覚的操作により，建築空間を創出し

ているものが見られる．特にその設計者は，建築空間

に水を取り入れる際には，さまざまな設計意図のもと

に水を用いていることが考えられる． 

そこで本稿では，水を用いた建築作品を比較的多く

設計している安藤忠雄と谷口吉生の作品を対象に，水

面の規模，水の性質，平面構成，断面構成，設計意図を

把握し，それらを比較することで，2 人の水を用いた建

築作品の類似性，特異性を明らかにすることを目的と

する． 

 

2. 調査概要 

対象建築作品を Table1，対象建築作品の用途種別の

割合を Figure1 に示す．本稿では「新建築」(1977 年 2

月号～2016 年 12 月号)に掲載された，2 人の建築家が

水を用いて設計した建築作品を対象とし，52 件を選定

した． 

水を用いた建築作品の用途種別に着目すると，どち

らの建築家とも美術館の事例が多くを占めていたため，

本稿では美術館を対象に設計手法を把握した． 

 

3. 調査結果 

3-1. 断面構成からみた設計意図 

 建築物と水面の関係から平面構成と断面構成を分類

すると，平面構成を 7 タイプ，断面構成をタイプに分

類でき，平面構成は F(敷地外に水面がある)断面構成は

1(水面を望む)が多く見られた．美術館の構成要素及び 

 

 

 

１：日本大学・学部・海建 ２：日本大学・院(前)・海建 ３：日本大学・教員・海建  

Table1. Target architecture 

Figure1. Number of target architecture by purpose 
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そのパターン分けを Figure2 に示す．これを見ると，

No15,31 は構成要素が一致しており，安藤忠雄は，No15

について『各展示室の間には水の中庭，庭に囲われた

屋外彫刻庭園，高さ 9m の吹き抜け空間というそれぞ

れ特徴をもった巨大なヴォイドが配される』，No31 に

ついて『日本の伝統的な建築手法である「縁側」のよ

うな緩衝領域をめぐらしている．』と述べている．この

ことから，水面を利用することにより内外の中間領域

を生み出すことを意図しているものと思われる． 

さらに，No15 について『建物に水や緑を取り込み，

内部空間を立体的につなぐ．』，No31 について『美術館

内部に居ながら森の中を歩いているような，内外空間

の流動性を期待した』と述べている．このことから，

水面を利用することによって，建築内部か建築内外を

つなげることを意図しているものと思われる． 

谷口吉生は，No15,31 と類似した構成要素を持つ

No44 について『外部の設計において共通する方針は敷

地の自然や都市や空間と一体となった環境としての建

築を意図することである．それは，単に建築を敷地に

調和させることではなく，作庭を行なったり，広場を

設けたりして敷地の特徴を際立たせ，積極的に周辺環

境を創造すること．』と述べていることから，水面を利

用することで，敷地内外をつなげることを意図してい

ることがわかる． 

3-2. 海の眺望からみた設計意図 

No10.14.20.27.34.35.48 に着目すると，眺望以外が一

致しており，海の眺望に一定の傾向が見られないこと

から様々な用い方が存在することがわかる．安藤忠雄

は，No10 について『このような豊かな環境の中で自然

と芸術を楽しみ，都会の生活で失われがちな感性を取

り戻していくに違いない．』と述べていることから，ギ

ャラリーとテラスにまで海を開くことで，建物内に景

色を導き自然を再認識させることを意図している． 

また谷口吉生は，No48 について『来館者は，ギャラ

リーで作品鑑賞の後，ラウンジに出て初めて海への眺

望に接することで，前方に展開する画家の発祥の地，

櫃石島へ向かうビスタがより強く印象付けられる．』と

述べていることから，海を眺望させることで印象に残

すことを意図している． 

 

4. おわりに 

美術館において，どちらの建築家も水面を用いるこ

とでつなぐこと意図しており，特に安藤忠雄は水面を

建築物に引き込み敷地内をつなげ，谷口吉生は水面を

用いて敷地の自然と都市をつなぐ違いがあることが分

かった．また，安藤忠雄は海を自然をとして扱う．一

方，谷口吉生は海を印象付けの装置として用いている

違いのあることが分かる． 
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Figure2.Patterns of components in museums 
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